
第２次豊橋市民協働推進計画の着実な推進に向けて（提言）

豊橋市市民協働推進審議会 平成２９年３月２２日提出 

豊橋市では、市民協働推進条例を定め、市民及び市が互いの役割を理解し、対等な

立場で、自主性・自立性をもって活動し、協力してまちづくりに取り組むこととして

います。その取組みを計画的かつ効果的に推進するための行動計画である「第２次豊

橋市市民協働推進計画」の具体的な取組みとして次のとおり提言します。

（１）若者・青年層の活動が活発になるための支援 

  若者や青年層がまちづくりに関わることは、次世代の人材育成や意識醸成につなが

るものと考えます。

  次世代の人材育成や意識醸成のため、学業、仕事など多忙な若者や青年層がまちづ

くりに関わるための環境づくりとして

① 気軽に活動を始めることができる手続き等を簡略化した「若者向け補助制度」の創設

② まちづくりの必要性や課題を伝えるための「高校・大学連携による講座」などの開催

（２）地域課題を洗い出す取組みの推進 

  住みよいまちや地域となっていくためには、市民、行政などの各主体がお互いの強

みや弱みを理解し、同じ目的をもって課題に取り組むことが効果的であると考えます。

  住みよいまちを目指し、市民、団体、行政など各主体がお互いの強みや弱みを理解

し、同じ目的をもって、課題に取り組むことができる環境づくりとして

 ① 参考となる「先進的な取組みを知る機会」の提供

 ② 地域課題を洗い出し、解決に取り組むモデル校区・町の設置

（３）市民協働の理解の促進 

  市民協働が定着していくためには、市民がその言葉の意味をしっかりと理解するこ

とが必要であると考えます。

市民が市民協働という言葉の意味をしっかり理解し、積極的にまちづくり活動に関わ

るための取組みとして

① 小・中学生から大学生、また、地域や市民活動団体など活動ステージに応じた

協働の手引きの作成

② 分野別・対象別の事例紹介などを用いた分かりやすい講座・体験活動の実施
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